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が，細部の違いを知ることはできない．
　主な菌株について，その産生するスタフイロキナーゼの
電気泳動度をしらべた．（第4図）すべてのスタフイロキナ
ーゼは，泳動度で大別して三つのグループになる。菌株に
よってそれらの産生のパターンが違っている1311と1344
は泳動度0．8のものだけ，802と959は主に泳動度0．6で少
：量の0．8も産生している．2171，1092，1259は0．8と1．0，
931は0．6，0．8，1．0のすべてを産生している．
　等電点の違うスタフイロキナーゼの存在がすでに報告さ
れているが6），菌株959の培養上清を等電点分析すると，こ
の場合もpI　6．75，6．15，5．78の3つの画幅にスタフィロキ
ナ一働活性が認められた・これらを，それぞれ濃縮して，
電気泳動した結果を第5図に示した．この結果から泳動度
の違いが，等電点の違いを反映していることが結論される・
また菌株959は電気泳動では泳動度1．0の心血に活性を示
さないが等電点分析ではそれに相当する活性が認められ
る．これは両者の感度の違いによるものであろう・
　pS　47の産生する等電点6，7と6．1のスタフイロキナー
ゼが，プラスミンで処理することによって，どちらも直接
等電点5．7に変化することは，すでに報告されている6）．
　菌株959のスタフイロキナーゼについても，泳動度0．6
（＝pl　6．7）のものをイヌのプラスミノーゲンで処理すると，
泳動度1．0（＝pI　5．7）に変化することがわかった（第6図），
この場合にも，トリプシンによる処理7）と違って，泳動度
0．8のスタフイロキナ一碧は出現しない．
D．考 察
　患者分離株のほとんどがスタフイロキナーゼを産生して
いる．1第1表）このことは，牛の乳房炎から分離したぶど
う球菌ではほとんどがスタフイロキナーゼを産生しないと
いう事実ときわだった対照を示している．この現象の背後
に，ぶどう球菌の病原性と宿主特異性の関係へのスタフイ
ロキナーゼ（あるいは，それと相補的な関係で産生される
β一溶血素）の関与が想定されるが，現段階では未だ具体的
にその機構について立ち入るに充分なデーターがない．
　分離菌株の産生するスタフイロキナ一尺が，泳動度によ
ってそれぞれ特異のパターンを示している（第4図）．しか
し，この3種のスタフイロキナーゼの関係は，泳動度0．6→
1．0とプラスミン（第6図）処理によって，0．6→0．8→1．0と
トリプシン処理によって7）変化するものである．したがっ
て（0．8）と（1．0）はいずれも（0．6）の分子が一度合成されて
から，蛋白加水分解酵素によって修飾を受けた結果生じた
ものと推定される・すなわち，3種のスタフイロキナーゼ
は，それぞれ別個の構造遺伝子によって想定されるのでは
なくて，一個の構造遺伝子の情報によって合成されたスタ
ブイロキナーゼ（0．6）が，菌の持っているタンパク分解酵
素によって修飾されて，（0．8），（1．0）に変化したものと考え
られるη・したがって，・各菌株の示すスタフイロキナーゼ
の産生パターンは，むしろ，その菌株の持っているタンパ
ク分解酵素の特異性の質的・量的なちがいを反映している
ものであろう．
　以上の実験結果からは，はじめに目的とした，構造の異
るスタフイロキナーゼを産生する菌株は得られなかったこ
とになる．スタフイロキナーゼの分子量は約13，000であ
り，タンパク分子としては可成り小さいものであるから，
おそらくその大部分が，活性に必須な構造と考えられる．
アミノ酸配列の僅かな変化も活性の喪失に導き，構造の違
うスタフイロキナーゼを生じるような突然変異の確率は低
いとも考えられる．しかし，スタフイロキナーゼ（pl　6．7）
から（pl　5．7）への変化に際して，分子量3，000程のペプチ
ド鎖が失われているが，活性に変化がない6）．このことは，
スタフイロキナ一八（pl　6．7）に活性に関係のない部分があ
ることを示唆している．この部分のアミノ酸配列に変化を
来たすような突然変異の可能性は充分考えられる・今後は
突然変異誘起剤による変異株の分離を試みるつもりである，
E．結 論
　患者分離の黄色ぶどう球菌51株について，スタフイロキ
ナーゼ産生能と，産生したスタブイPキナーゼの性質の比
較を行った．
　スタフイロキナーゼは，電気泳動度によって，3種に大
別された菌株によってこの3種のスタフイロキナーゼは，
いろいろな組合わせで産生されている．
　免疫学的には，それらの間に差は認めることができなか
った．
　3種のスタフイロキナーゼは，共通の構造遺伝子の規定
のもとに合成されたものであり，泳動度の違いは，タンパク
分解酵素による而立後修飾によって生じたものであろう．
　51株中，非産生株は6株で，産生能と，分離材料，分離
された診療科との間に相関は認められなかった．
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